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県
労
福
協
は
、
労
働
者
福
祉
に

関
わ
る
08
年
度
予
算
編
成
に
向
け

た
要
請
を
、
10
月
５
日
10
時
30
分

か
ら
大
分
県
庁
会
議
室
で
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
要
請
行
動
は
、
県
労
福
協

三
役
を
中
心
に
10
名
で
対
応
し
、

嶋
﨑
会
長
が
要
請
書
を
手
交
、
そ

し
て
馬　

事
務
局
長
よ
り
要
請
趣

旨
の
説
明
と
11
月
末
ま
で
に
文
書

に
よ
る
回
答
を
求
め
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
労
働
者
福
祉
意
見

交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。
県
側
は
、

米
田
商
工
労
働
部
長
・
商
工
労
働

部
参
事
・
労
政
福
祉
課
長
・
参
事
・

課
長
補
佐
・
担
当
者
６
名
で
対
応

さ
れ
ま
し
た
。

　

米
田
商
工
労
働
部
長
は
、
１
）

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
11
月
の
大
分
地
区
設
置

後
、
県
と
し
て
可
能
な
支
援
・
協

力
に
つ
い
て
担
当
者
レ
ベ
ル
で
の

検
討
を
行

う
。
２
）

少
子
化
対

策
は
決
め

手

は

な

い
、
時
間

は
か
か
る

が
庁
内
で

も
十
分
に

議
論
し
て

い
る
。
３
）

多
重
債
務

の
未
然
防
止
に
つ
い
て
、
対
応
は

遅
れ
て
い
る
が
検
討
は
進
ん
で
い

る
、
担
当
部
署
に
要
請
は
伝
え
る
。

要
請
全
体
の
回
答
は
11
月
末
ま
で

に
行
う
旨
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
九
州
労
金
、

全
労
済
、
総
合
生
協
、
勤
労
県
民

共
済
会
、
勤
労
者
医
療
生
協
、
県

生
協
連
か
ら
事
業
現
況
の
説
明
の

後
、
内
容
報
告
を
踏
ま
え
た
意
見

交
換
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

⑴
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ

の
助
成
・
指
導
・
助
言

①
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、

　

県
労
福
協
の
も
と
に
総
合
生
活

　

支
援
（
労
働
・
生
活
・
福
祉
・

　

生
き
が
い
相
談
）
を
通
じ
て
勤

　

労
者
の
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
し

　

て
行
く
こ
と
を
目
的
に
、
本
年

　

11
月
大
分
地
区
に
先
行
し
て
設

　

置
し
、
事
業
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

　

の
団
体
・
組
織
が
知
恵
や
ノ
ウ

　

ハ
ウ
を
出
し
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　

ク
を
強
め
て
い
く
中
か
ら
充
実

　

し
た
事
業
を
育
て
て
行
く
計
画

　

で
す
。

②
地
域
に
お
け
る
相
互
の
助
け
合

　

い
、
支
え
あ
い
を
基
盤
に
勤
労

　

者
の
福
祉
活
動
を
担
う
た
め
に
、

　

県
の
強
い
助
成
と
指
導
・
助
言

　

を
要
請
し
ま
す
。

⑵
中
小
企
業
勤
労
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
・
強
化
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
県
行
政
の

指
導
・
助
言
と
関
係
市
町
村
の
努

力
に
よ
っ
て
県
下
３
地
域
で
会
員

拡
大
に
併
せ
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
の

充
実
が
図
ら
れ
る
な
ど
、
県
行
政

を
始
め
関
係
者
の
皆
様
に
深
甚
な

る
敬
意
を
表
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
引
き
続
き
拡
充
と
充
実
・

強
化
に
向
け
て
以
下
に
つ
い
て
要

請
し
ま
す
。

①
未
設
置
地
区
へ
の
設
立
に
向
け

　

た
、
市
町
村
へ
の
働
き
か
け
を

　

行
う
。

②
国
庫
補
助
廃
止
に
伴
う
、
中
小

　

企
業
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ

　

ン
タ
ー
の
自
立
に
向
け
た
県
と

　

し
て
の
指
導
・
助
言
の
強
化
。

③
自
治
体
の
統
合
に
よ
る
広
域
化

　

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

　

県
と
し
て
積
極
的
な
役
割
を
果

　

た
す
よ
う
、
財
政
措
置
も
含
め

　

た
支
援
・
指
導
の
強
化
。

④
既
設
３
セ
ン
タ
ー
の
会
員
拡
大

　

に
向
け
た
更
な
る
指
導
・
助
言
・

　

協
力
の
強
化
。

⑶
少
子
化
対
策
。

急
速
な
少
子
化
が
進
み
、
次
世
代

を
担
う
子
供
が
健
や
か
に
生
ま
れ

育
つ
環
境
づ
く
り
に
向
け
て
の
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

以
下
に
つ
い
て
要
請
し
ま
す
。

①
仕
事
と
家
庭
両
立
支
援
事
業

　
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

　

タ
ー
）
設
置
促
進
と
情
報
宣
伝

　

活
動
の
強
化
。

②
少
子
高
齢
化
対
策
大
綱
に
基
づ

　

く
重
点
施
策
の
具
体
的
実
施
計

　

画
に
つ
い
て
県
の
取
り
組
み
状
況
。

③
子
供
が
地
域
で
安
心
・
安
全
に

　

暮
ら
せ
る
環
境
作
り
の
県
と
し

　

て
の
具
体
的
な
取
り
組
み
指
針

　

に
つ
い
て
。

④
保
育
所
の
充
実
保
護
者
負
担
の

　

軽
減
、
学
童
保
育
や
病
児
方
保

　

育
の
充
実
に
努
め
る
。

⑷
ク
レ
・
サ
ラ
（
消
費
者
金
融
）

多
重
債
務
の
未
然
防
止
。

消
費
者
金
融
の
多
重
債
務
に
関
す

る
今
日
的
状
況
を
踏
ま
え
、
以
下

の
点
に
つ
い
て
県
と
し
て
の
指

導
・
取
り
組
み
を
要
請
し
ま
す
。

①
政
府
の
多
重
債
務
問
題
改
善
プ

　

ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
国
・
自
治

　

体
・
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て

　

実
行
し
て
い
く
た
め
に
、
県
に

　

多
重
債
務
対
策
本
部
を
設
置
し
、

　

全
県
で
官
民
一
体
と
な
っ
た
多

　

重
債
務
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
。

②
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
サ
ラ
金
被
害
者

　

の
未
然
防
止
に
向
け
て
、
高
校

　

生
、
大
学
生
を
対
象
と
し
た
消

　

費
者
講
座
な
ど
教
育
・
啓
発
活

　

動
の
普
及
・
充
実
を
図
る
こ
と
。
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労
福
協
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
主
催
の

「
07
年
度
研
究
集
会
」
が
、
10
月
１
日

〜
２
日
、熊
本
市「
チ
サ
ン
ホ
テ
ル
熊

本
」
で
九
州
各
県
か
ら
の
出
席
者
126

名
を
も
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
出
口
能
美
会

長
は
、
構
造
改
革
に
よ
る
企
業
間
・

地
域
間
格
差
が
広
が
り
、
賃
金
は
９

年
連
続
引
き
下
げ
ら
れ
勤
労
者
の
暮

ら
し
は
大
変
厳
し
い
状
況
の
中
で
、

労
働
者
自
主
福
祉
活
動
は
、
今
こ
そ

大
切
な
時
は
な
い
、
福
祉
事
業
を
取

巻
く
環
境
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る

が
、
原
点
に
返
っ
て
労
働
者
福
祉
運

動
の
強
化
を
図
ろ
う
と
挨
拶
さ
れ
ま

し
た
。

　

講
演
１
は
「
時
代
の
転
換
と
自
主

福
祉
運
動
の
課
題
」
に
つ
い
て
龍
谷

大
学
・
石
川
両
一
教
授
。

　

講
演
２
は
「
労
働
者
自
主
福
祉
活

動
と
地
域
福
祉
活
動
の
取
り
組
み
」

を
連
合
・
小
島　

茂
生
活
福
祉
局
長
。

　

石
川
教
授
は
衝
撃
的
な
少
子
高
齢

化
の
到
来
、
賃
金
の
上
昇
が
期
待
で

き
な
い
時
代
、
企
業
依
存
型
生
活
保

障
シ
ス
テ
ム
の
崩
壊
と
勤
労
者
の
暮

ら
し
を
取
巻
く
構
造
的
変
化
の
中

で
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
問
題
解
決
型

は
限
界
、
自
前
の
解
決
能
力
を
持
た

な
い
組
織
は
求
心
力
も
社
会
的
発
信

力
、影
響
力
も
失
う
、今
こ
そ
自
主
福

祉
活
動
・
事
業
の
出
番
で
あ
る
こ
と

を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
島
局
長
は
、
社
会
保
障
・
所
得

環
境
の
悪
化
、
企
業
内
福
祉
の
縮
小

と「
福
祉
」を
取
巻
く
厳
し
い
環
境
の

中
で
労
福
協
が
労
働
組
合
・
協
同
事

業
団
体
相
互
の
連
携
を
強
め
、
働
く

人
の
福
祉
に
か
か
わ
る
活
動
の
中
核

に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

２
日
目
は
、活
動
報
告
と
し
て
、九

州
労
働
金
庫
・
村
上　

守
理
事
長
は

「
労
働
金
庫
の
使
命
と
課
題
」、
全
労

済
西
日
本
事
業
本
部
・
真
鍋
勝
幸
本

部
長
が「
全
労
済
の
使
命
と
課
題
」に

つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
上
理
事
長
は
、
お
客
様
か
ら
信

頼
さ
れ
、
期
待
さ
れ
る
金
庫
で
あ
り

続
け
る
た
め
に
、
法
令
等
遵
守
態
勢

や
内
部
統
制
機
能
を
確
立
し
、
経
営

基
盤
の
安
定
と
会
員
へ
の
利
益
の
還

元
と
良
質
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
基

本
的
に
経
営
を
図
っ
て
ゆ
く
。真
鍋

本
部
長
は
、
あ
た
ら
し
い
全
労
済
の

理
念「
み
ん
な
で
た
す
け
あ
い
、豊
で

安
心
で
き
る
社
会
づ
く
り
」
と
信
条

「
組
合
員
の
全
労
済
」「
正
直
な
全
労

済
」「
努
力
の
全
労
済
」
の
も
と
に
保

険
商
品
の
銀
行
窓
口
販
売
と
加
速
す

る
競
合
時
代
の
中
で
、
取
巻
く
環
境

は
厳
し
い
が
労
働
者
自
主
福
祉
の
強

化
発
展
の
た
め
に
努
力
す
る
。ま
た

両
氏
か
ら

事
業
団
体

活
動
へ
の

協
力
要
請

が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
研

究
集
会
に

は
大
分
県

労
福
協
か

ら
事
業
団

体
・
連
合

大
分
・
県
労
福
協
よ
り
11
名
が
参
加

を
し
ま
し
た
。

　

時
折
り
雨
の
中
、
10
月
８
日
（
月
）

の
体
育
の
日
、
県
労
福
協
恒
例
行
事

の
一
つ
で
あ
る
「
第
11
回
役
職
員
親

善
交
流
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大

会
」
が
大
分
市
の
「
富
士
見
カ
ン
ト

リ
ー
倶
楽
部
」
で
県
下
各
地
の
労
働

組
合
・
事
業
団
体
・
地
区
労
福
協
よ

り
71
名
の
参
加
を
も
っ
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
日
頃
か
ら
ゴ
ル
フ
に
親

し
ま
れ
て
い
る
方
も
多
く
、
各
ホ
ー

ル
で
熾
烈
な
闘
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

な
が
ら
も
親
睦
・
交
流
の
輪
も
広
が

り
所
期
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ

ン
パ
金
５
２
、
０
０
０
円
に
つ
い
て

は
、昨
年
同
様
に「
大
分
合
同
福
祉
事

業
団
」
に
10
月
９
日
寄
託
い
た
し
ま

し
た
。

　

豊
後
大
野
地
区
労
福
協
定
期
総
会

は
、
８
月
30
日（
木
）18
時
00
分
か
ら

豊
後
大
野
市
教
育
会
館
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

06
年
度
の
活
動
・
決
算
報
告
と
新

年
度
の
活
動
方
針
・
予
算（
案
）が
協

議
さ
れ
と
も
に
満
場
一
致
で
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

07
年
度
の
役
員
体
制
は
以
下
の
通

り
で
す
。

　

中
央
労
福
協
の
福
祉
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン（
９
月
〜
11
月
）に
合
わ
せ
て
行
っ

て
い
ま
す
福
祉
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

﹇
日
時
・
場
所
﹈

　

２
０
０
７
年
11
月
15
日（
木
）

　

13
時
30
分
〜
16
時
00
分

　

全
労
済
ソ
レ
イ
ユ「
カ
ト
レ
ア
」

﹇
日
程
概
要
﹈

　

基
調
講
演「
演
題
は
検
討
中
」

　

労
働
者
福
祉
中
央
協
議
会

会
長　

笹
森 

清 

氏

﹇
活
動
報
告
﹈

　
「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

設
立
経
過
と
課
題
」

　

連
合
大
分
副
事
務
局
長　

福
嶋 

敬
充 

氏

◎
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

県
労
福
協
が
大
分
県
・
大
分
県
労

政
協
会
と
と
も
に
共
催
し
て
い
ま
す

「
第
51
回
労
美
展
」
が
「
貴
方
の
趣
味

を 

み
ん
な
の
感
動
に 

労
美
展
」
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

多
く
の
方
々
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

﹇
開
催
日
時
﹈

　

２
０
０
８
年
３
月
５
日（
水
）〜

３
月
９
日（
日
）

﹇
開
催
場
所
﹈　

大
分
県
立
芸
術
会
館

﹇
部　
　

門
﹈

　

絵
画
、
書
道
、
写
真
、
彫
刻
、
工
芸
、

　

デ
ザ
イ
ン
、イ
ラ
ス
ト

﹇
出
品
申
込
﹈

　

２
０
０
８
年
１
月
15
日（
火
）〜

２
月
14
日（
木
）
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　正解者の中から抽選により、10名の方に図書
　券をお送りします。
　当選者発表は、機関紙78号

〒870-0035　大分市中央町4丁目2番5号
　大分県労働福祉会館（ソレイユ）6F
大分県労働者福祉協議会編集委員会宛

◎この機関紙へのご意見ご感想などお寄せ下さい。

応 募
方 法

あ て
先

第
33
回（
機
関
紙
76
号
）

ク
イ
ズ
の
答
え

＝
敬
称
略
＝

安
部　

洋
子（
佐
伯
市
）

財
前
佐
智
子（
大
分
市
）

糸
永　

恵
子（
別
府
市
）

清
家　

信
彦（
大
分
市
）

安
部
佐
紀
子（
別
府
市
）

○34

菅　

智
佳
子（
日
出
町
）

佐
藤　

朝
美（
大
分
市
）

那
木　

真
紀（
大
分
市
）

庭
瀬　

玲
子（
佐
伯
市
）

永
富
奈
央
子（
大
分
市
）

労福協クイズ労福協クイズ
簡単な設問ですので奮ってご応募ください。

労福協クイズ労福協クイズ労福協クイズ

①  

８　

②  

佐
伯
市

①5月30日に日本相撲協会の番付編成会議、
　理事会で、大関から第69回横綱に昇進した
　モンゴル出身の力士は誰でしょう？

②来年4月から予定されている
　　　　　　　　　　　新しい医療制度は何？

機
関
紙
76
号
の
第
33
回
ク
イ
ズ
に
多

数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。厳
正
な
抽
選
の
結
果
、

次
の
10
名
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
貴
重
な
ご
意
見
ご
感
想
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
０
０
７
年
度　

役
員
体
制

（
大
分
地
区
労
福
恊
）

（
豊
後
大
野
地
区
労
福
恊
）

グ
ロ
ス
の
部

　

優　

勝　

ネ
ッ
ト
の
部

　

優　

勝　

首

藤
　

康

志

堀
　

　

勝

紀

労
福
協
南
部
ブ
ロ
ッ
ク

労
福
協
南
部
ブ
ロ
ッ
ク

労
福
協
南
部
ブ
ロ
ッ
ク

研
究
集
会

研
究
集
会

研
究
集
会

2007
年度

★
第
11
回
役
職
員
親
善

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

★
豊
後
大
野
地
区
労
福
協

　

第
20
回
定
期
総
会

★
大
分
県
労
福
協

　

07
年
度
福
祉
研
修
会
の
ご
案
内

★
第
51
回
労
美
展
作
品
募
集

江

藤
　

喜

啓

朝

倉
　

和

秀

三

浦
　

敦

裕

廣

末

伊

知

朗

（
連
合
豊
肥
地
協
豊
後
大
野
地
区
連
絡
会
）

（
労
金
推
進
委
員
長
）

（
連
合
豊
肥
地
協
豊
後
大
野
地
区
連
絡
会
）

（
連
合
豊
肥
地
協
豊
後
大
野
地
区
連
絡
会
）

「
お
お
い
た
労
福
協
」
76
号
へ
多
く
の
読
者

の
声
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誌
面
の

都
合
で
お
や
す
み
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

今年も大
相撲

九州場所
の季節が

やってま
いりまし

た!



(3)　第 77 号 2007年11月１日全労済大分県本部 ☎097-548-5552

全
労
済
大
分
県
本
部

全
労
済
大
分
県
本
部

第
２
回
理
事
会
開
催

回
理
事
会
開
催

全
労
済
大
分
県
本
部

全
労
済
大
分
県
本
部

第
２
回
理
事
会
開
催

回
理
事
会
開
催

全
労
済
大
分
県
本
部

第
２
回
理
事
会
開
催

今
後
の
日
程

◆
第
３
回
理
事
会
の
開
催

２
０
０
７
年
11
月
20
日（
火
）

４月１日付人　事　異　動

転
入

転　

出

事

務

局

内

異

動

氏　名 新　所　属 旧　所　属

安東　誠士

仲元寺啓樹

佐藤　嘉宏

高浦　隆司

姫野　修一

松本　雄次

宮脇　裕之

御手洗聖司

大重　正文

大塚　倫雄

羽田野哲寛

猪口　浩義

平野　知子

事業推進部職域推進課職域推進係

福岡県本部事業推進部地域推進係長

佐賀県本部事業推進部職域推進課職域推進係

西日本事業本部OSC広島

管理部総務課長兼総務係長

事業推進部地区推進課長兼県北支所長

事業推進部職域推進課職域推進係

事業推進部職域推進課推進支援係

事業推進部推進企画課共済ショップ係

事業推進部推進企画課共済ショップ係

事業推進部職域推進課職域推進係

事業推進部推進企画課推進企画係

福岡県本部事業推進部福岡支所

事業推進部地区推進課県北支所長

管 理 部 総 務 係 長

事業推進部職域推進課職域推進係

管 理 部 総 務 課 長

事業推進部推進企画課長

事業推進部地区推進課長

事業推進部職域推進課推進支援係

事業推進部職域推進課職域推進係

事業推進部職域推進課職域推進係

事業推進部地区推進課共済ショップ係

事業推進部推進企画課推進企画係

事業推進部職域推進課推進支援係

事業推進部推進企画課長兼地域
推進係長兼共済ショップ係長

　

10
月
１
日
、
理
事
19
名
・
監
事

３
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
２
０

０
７
年
度
の
第
２
回
理
事
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

報
告
事
項
と
し
て
、①
前
回
理

事
会
以
降
の
主
な
会
議
開
催
状
況

報
告
、②
２
０
０
７
年
10
月
１
日

付
人
事
異
動
に
つ
い
て
、③
２
０

０
７
年
10
月
１
日
付
県
本
部
事
務

局
体
制
に
つ
い
て
、④
嘱
託
職
員

の
採
用
に
つ
い
て
、⑤
共
済

シ
ョ
ッ
プ
の
移
転
に
つ
い
て
、⑥

事
業（
共
済
・
介
護
）の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
、⑦
第
１
回
「
役
職
員
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
に
つ
い
て
、⑧

㈶
勤
労
県
民
共
済
会
の
契
約
移
行

に
関
す
る
経
過
報
告
に
つ
い
て
、

⑨
そ
の
他
に
つ
い
て
の
報
告
を
行

い
、
全
員
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

協
議
事
項
で
は
、①
当
面
の
推

進
活
動
に
つ
い
て
、②
２
０
０
７

年
10
月
の
県
本
部
組
織
機
構
改
革

に
と
も
な
う
業
務
分
掌（
案
）に
つ

い
て
、③
全
労
済
大
分
県
本
部
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
金
銭
取
扱
内
規

（
案
）
に
つ
い
て
、④
そ
の
他
に
つ

い
て
の
提
案
を
行
い
、
全
員
異
議

な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
０
７
年
９
月
８
日（
土
）別

府
ス
パ
ビ
ー
チ
に
て
、
全
労
済
発

足
50
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
、
海
岸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を

実
施
し
ま
し
た
。当
日
は
炎
天
下

の
中
、
約
40
名
が
参
加
し
、
３
時
間

に
わ
た
る
清
掃
活
動
で
、
砂
浜
に

打
ち
上
げ
ら
れ
た
空
き
缶
や
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
不
燃
物
を
拾
い

集
め
ま
し
た
。集
め
た
ゴ
ミ
の
量

は
ゴ
ミ
袋
約
100
枚
に
お
よ
び
、
参

加
者
か
ら
「
清
掃
前
と
比
べ
て
き

れ
い
に
な
っ
た
」と
、
喜
び
を
実
感

す
る
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

★
第
２
回
実
施
概
要

●
日　

時

　

２
０
０
７
年
11
月
10
日（
土
）

　

10
時
00
分
〜
12
時
00
分

●
場　

所

　

日
出
町
糸
が
浜
海
浜
公
園

※

海
岸
の
ご
み
拾
い
を
行
い
ま
す
。

※

こ
の
件
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

　

せ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
申
し

　

込
み
に
つ
い
て
は
11
月
５
日（
月
）

　

ま
で
総
務
課
（
植
田
・
吉
本
）
に

　

ご
連
絡
願
い
ま
す
。

☎
０
９
７
ー
５
４
８
ー
５
５
５
２

全
労
済
発
足
50
周
年
記
念
事
業

第
１
回
環
境
美
化
活
動
報
告

第
１
回
環
境
美
化
活
動
報
告

第
１
回
環
境
美
化
活
動
報
告

メールアドレスおよびメールアドレスおよび
ホームページアドレスのホームページアドレスの

変更・統一のご連絡変更・統一のご連絡

メールアドレスおよびメールアドレスおよび
ホームページアドレスのホームページアドレスの

変更・統一のご連絡変更・統一のご連絡

メールアドレスおよび
ホームページアドレスの

変更・統一のご連絡

　全労済が50周年を迎えるにあたり、感謝と決意を広く社会に発信
し、生活協同組合としての全労済を内外にアピールするとともに、
ICA（国際協同組合同盟）の一員として国際的にもアピールすること
を目的として、メールアドレスおよびホームページアドレスの変更・
統一を行いました。

お手数ではございますが、ブックマーク（お気に入り）に登録されている場合は、
登録先の変更をお願いいたします。

●自然災害共済は、火災共済に追加してご加入いただく保障です。

大分県にお住まいのＡさん（45歳・持家・木造住宅・延面積40坪・3人家族）
　　　　　　契約内容…住宅220口・家財180口（月掛金　5,600円）の場合
　　　　　　損害内容…台風により屋根の一部が損壊し、室内が水にぬれた被害

あなたの住まいと家財に
地震や風水害など
自然災害の保障はありますか？ 住宅部分の損害

損害合計額

お支払い額は
火災共済23万円+
　自然災害共済70万円

ど
ん
な
保
障
？

損害額
65万円

90万円

損害額
25万円

93万円

たとえば、

火災共済だけでは
●風水害等共済金…20万円
●プラス臨時費用15％…3万円

自然災害共済もつけると
●風水害等共済金…70万円

家財部分の損害
合計
70万円

合計
23万円

プラス

屋根、かわら、雨戸、天井
テレビアンテナ、内壁

ふとん、洋服（スーツ、コート他）が
全面冠水し、使用不能となった

@zenrosai.or.jp http://www.zenrosai.or.jp
@zenrosai.coop http://www.zenrosai.coop

旧

Eメール ホームページ

新

旧

新

＊「～coop」は、「協同組合（cooperative）」であることを意味します。



旅行企画実施：大分県知事登録旅行業第2-40 詳しくは、総合生協 旅行センターへお問い合せください。 TEL097-548-5515 FAX097-538-2456 総合旅行業務取扱管理者／上金靖典

第 77 号 2007年11月１日　(4)総合生協　【管理課・住宅課】☎097-548-5577  【旅行センター】☎097-548-5515

第
２
回
理
事
会
開
催

回
理
事
会
開
催

第
２
回
理
事
会
開
催

2007
年度

　

２
０
０
７
年
10
月
１
日（
月
）
全

労
済
ソ
レ
イ
ユ
３
階
に
て
２
０
０

７
年
度
第
２
回
理
事
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。協
議
事
項
の
主
な

内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

１
、
日
本
再
共
済
生
活
協
同
組
合

　

連
合
会
出
資
に
つ
い
て

　
　

出
資
配
当
額
か
ら
源
泉
分
を

　

除
し
た
額
を
振
替
増
資
す
る
こ

　

と
と
し
ま
し
た
。

２
、
日
本
生
活
協
同
組
合
連
合
会

　

出
資
に
つ
い
て

　
　

出
資
配
当
金
・
利
用
度
割
戻

　

金
か
ら
出
資
金
へ
振
替
増
資
す

　

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

３
、
事
業
活
動
に
つ
い
て

①
住
宅
事
業
の
当
面
の
活
動
計
画

　

に
つ
い
て

★
分
譲
部
門

　

11
月
に「
ゆ
め
が
丘
」団
地
に
建

　

売
住
宅
が
完
成
し
ま
す
の
で
、

　

11
月
23
日
〜
12
月
２
日
に
か
け

　

て
完
成
販
売
会
を
計
画
し
ま

　

す
。

★
リ
フ
ォ
ー
ム
部
門

　

見
積
書
提
出
中
お
よ
び
新
規
案

　

件
の
契
約
に
む
け
て
取
り
組
み

　

並
び
に
新
規
顧
客
の
紹
介
募
集

　

に
向
け
て
引
き
続
き
取
り
組
み

　

ま
す
。

②
旅
行
事
業
の
当
面
の
活
動
計
画

　

に
つ
い
て

★
２
０
０
７
年
度
忘
・
新
年
会
企
画

﹇
実
施
期
間
﹈

２
０
０
７
年
11
月
１
日（
木
）〜

２
０
０
８
年
２
月
29
日（
金
）

﹇
特　

典
﹈

①
平
日
で
８
名
様
以
上
の
団
体
は
、

　

企
画
料
金
か
ら
５
０
０
円
引
き

　

若
し
く
は
ビ
ー
ル
１
本
無
料

②
旅
行
ク
ー
ポ
ン
券
を
抽
選
で
40

　

名
様
に
進
呈

﹇
九
州
地
区
の
特
典
﹈

①
１
等…

ペ
ア
宿
泊
券
を
抽
選
で

　

20
名
様
に
進
呈

②
２
等…

Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー（
１

　

万
円
相
当
）
を
抽
選
で
20
名
様

　

に
進
呈

③
３
等…

ギ
フ
ト
券
（
５
千
円
相

　

当
）
を
抽

　

選
で
20
名

　

様
に
進
呈

スケジュール

■旅行代金

弁当＋お茶付（2回）（大人、子供同額）
16,80016,800円16,80016,800円16,800円
11月25日●日 千秋楽

11月11日●日 初　日

佐伯（8：00）＝大分（9：20）＝別府（9：40）＝〈高速道路・都市高速〉＝福岡国際
センター（貸切バスにて各地出発!） ※お弁当を食べながら大相撲をごゆっくりお楽しみ下さい。

福岡国際センター：大相撲九州場所 桝席Ｃ席
※観戦後、お弁当を食べながら貸切バスで各地へ　予定時刻18：30頃

福岡国際センター＝〈都市高速・高速道路〉＝別府（20：30頃）＝大分（20：50
頃）＝佐伯（22：00頃）

■出 発 地　佐伯・大分・別府 各地出発
　　　　　　（添乗員は大分から同行します）

■募集人員　40名（最少催行人員30名）

■旅行代金に含まれるもの
　往復貸切バス代、桝席、昼食、夕食（弁当＋お
　茶 2回）、添乗員同行費用

■集合場所等を明記した最終行程表を出発前
　にお渡しいたします。
　詳しくは係員にお尋ね下さい。

※本ツアーは観戦チケットの都合上、取り消し、人員
　の減員は取消料がかかりますので、ご注意下さい。
　15日前：無料　14～6日前：20％
　7～2日前：30％　前日：40％
　当日（出発前）：50％　出発後：100％

大相撲九州場所大相撲九州場所
　  観戦ツアー　  観戦ツアー
大相撲九州場所
　  観戦ツアー
大相撲九州場所
　  観戦ツアー

今年の秋は初日を桝席で楽しもう!!今年の秋は初日を桝席で楽しもう!!今年の秋は初日を桝席で楽しもう!!

総合生協改装オープン記念総合生協改装オープン記念

桝席

総合生協改装オープン記念

■旅 行 日

ホテルかくすい苑別府 露天
風呂

ホテル三泉閣 露天
風呂

ホテル清風 露天
風呂

旅館すえよ志

別府湾ロイヤルホテル 露天
風呂

杉乃井ホテル 露天
風呂

つるみ荘

ホテルサンバリーアネックス

竹の井ホテル

小京都みくまホテル日田

亀山亭ホテル日田

露天
風呂

よろづや日田

露天
風呂

ホテル別府パストラル

露天
風呂

ゆふいん山水館湯布院 露天
風呂

みるきーすぱサンビレッジ天ケ瀬 露天
風呂

瀬音・湯音の宿浮羽天ケ瀬 露天
風呂

総合生協がおすすめする協定旅館

別府

別府

別府

別府

別府

別府

別府

別府

別府

忘・新年会特典 ■総合生協旅行センターを通して取り扱った場合に限ります。
■協定旅館利用に限ります。
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団体医療扶助共済
団体加入だから少ない掛金で

「病気入院・病気手術」を保障します!!

保険内容〈共済期間1年〉

病気で入院したとき
（病気入院共済金）

病気で手術したとき
（病気手術共済金）

月払掛金

20口

日額

2,000円

1回につき

1・2・4万円
1回につき

2・4・8万円
1回につき

3・6・12万円

330円 660円 990円

日額

4,000円
日額

6,000円

40口 60口 こんなときにお支払いします。

※100口まで加入できます

お支払の限度

移行医療共済
団体医療扶助共済にご加入いただいていた
ご契約者・配偶者の退職後の保障です。

※団体医療扶助共済での加入
　口数が加入限度となります

保険内容

入院したとき
（病気入院共済金）
（災害入院共済金）

手術したとき
（病気手術共済金）
（災害手術共済金）

健康祝金

死亡見舞金

月払掛金〈60歳例〉
（加入年齢によって異なります）

20口

日額

2,000円
1回につき 1回につき 1回につき

1・2・4万円 2・4・8万円 3・6・12万円

2万円 4万円 6万円

2万円 4万円 6万円

1,640円 3,280円 4,920円

日額

4,000円
日額

6,000円

40口 60口 こんなときにお支払いします。 お支払の限度

①病気の治療を目的として入院されたとき。
②日帰り入院からお支払いします。

①病気の治療を目的として所定の手術を受
　けられたとき（入院日額の5・10・20倍）
※手術の種類によっては、対象とならない
　場合もあります。

一部の手術を除き
回数は無制限

1回の入院または
1共済期間につき
最高180日まで

①連続5日以上の入院をされたとき、1日目
　からお支払いします。

①所定の手術を受けられたとき。
　（入院日額の5・10・20倍）
※手術の種類によっては、対象とならない
　場合もあります。

①共済期間が満了したとき。

①共済期間中にお亡くなりになったとき。

5年間を通算して
最高540日まで

一部の手術を除き
回数は無制限

1回のみ

解約返戻金との
重複支払いは
しません

団
体
医
療
扶
助
共
済

◆
二
〇
〇
七
年
度

　

制
度
充
実
事
業
に
つ
い
て

　

県
民
共
済
会
で
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
左
記
の
団
体
医
療
扶
助
共

済
の
制
度
充
実
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

　

今
年
度
は
昨
年
の
事
業
に
加
え

て
、
大
分
ヒ
ー
ト
デ
ビ
ル
ズ
の
観

戦
券
の
配
布
も
行
い
ま
す
。ぜ
ひ

と
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

項　　　　目No. 対象数 内　　　　容

人 間 ド ッ ク 補 助

ペ ア 宿 泊 券

大分トリニータ観戦券

大分ヒートデビルズ観戦券

優 良協力団体の表 彰

共済金削減団体の救済

指定施設の１泊２日宿泊券

08年度シーズンチケット

07-08年度シーズンチケット

2007年度の優良団体

100名

150名

1,400名

780枚

10団体

１

２

３

４

５

６

契約者またはその家族に対し、５万円を
限度に実費を補助

①給付削減団体となっても総給付額が100万円以内
であれば、削減しない。　②割増掛け金を設ける。



　

生
協
連
合
会
役
員
と
県
議
会
各

会
派
代
表
議
員
と
の
懇
談
会
が
、

９
月
19
日（
水
）大
分
ワ
シ
ン
ト
ン

ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

で
17
回
目
の
こ
の
懇
談
会
に
は
、

県
下
に
大
き
く
前
進
し
て
い
る
生

協
（
43
万
の
組
合
員
）
の
活
動
を

見
て
頂
き
、
生
協
運
動
へ
の
理
解

と
支
持
・
協
力
を
得
る
た
め
、
ま

た
、
生
協
に
対
す
る
意
見
・
要
望

を
聞
く

た
め
に

県
議
会

議
長
を

は

じ

め
、
県

議
会
各

会
派
に

呼
び
か

け
て
開

催
し
た

も
の
で

す
。

　

当
日

は
県
議

会
開
会

中
に
関

わ
ら
ず

各
議
員

の
皆
様

は
大
変

お
忙
し

い
中
、

阿
部
議

長
さ
ん

を
は
じ

め
、
県
民
ク
ラ
ブ
、
公
明
党
、
日

本
共
産
党
、
よ
り
12
名
の
議
員
の

皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
生
協

連
は
足
立
会
長
を
は
じ
め
県
連
役

員
15
名
、
コ
ー
プ
お
お
い
た
・
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
お
お
い
た
よ
り
６

名
が
参
加
し
、
貴
重
な
意
見
や
要

望
が
出
さ
れ
る
中
に
も
な
ご
や
か

な
雰
囲
気
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
は
先
ず
、
生
協
連
の
足

立
会
長
よ
り
阿
部
議
長
を
は
じ
め

各
議
員
さ
ん
へ
懇
談
会
出
席
の
御

礼
を
申
し
上
げ
挨
拶
と
し
て
、
今

日
の
生
協
活
動
は
大
変
厳
し
い
状

況
に
あ
る
が
、
県
下
12
生
協
は
、

組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
経
済

活
動
、
環
境
問
題
を
含
む
社
会
的

責
任
・
役
割
等
々
の
生
協
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
、

さ
ら
に
食
の
安
全
・
安
心
問
題
、

消
費
者
対
策
な
ど
、
食
と
消
費
者

の
権
利
を
守
る
運
動
、
消
費
者
団

体
訴
訟
制
度
の
取
り
組
み
に
ご
理

解
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝

し
、
生
協
と
し
て
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
報
告
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
生
協
が
各
界
、
県
民
の

皆
様
に
支
持
・
共
感
を
得
る
た
め

の
今
後
の
活
動
に
対
し
、
ご
協
力

の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
出
席
議
員
を
代
表
し

て
阿
部
議
長
さ
ん
よ
り
、「
大
分

県
生
協
連
は
平
素
か
ら
各
地
域
に

お
い
て
、
県
民
生
活
の
安
定
と
文

化
の
向
上
に
多
大
な
ご
貢
献
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
心
か
ら
敬
意
を

表
し
ま
す
。
近
年
は
、
食
品
の
偽

装
表
示
や
輸
入
食
品
の
残
留
農
薬

の
問
題
等
、
消
費
者
の
食
に
対
す

る
安
全
・
安
心
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
お
り
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

や
価
値
観
の
多
様
化
に
伴
い
、
生

活
の
質
に
対
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ

も
複
雑
・
多
岐
に
わ
た
る
と
と
も

に
、
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

ま
す
。

　

安
全
な
食
品
や
良
質
な
生
活
物

資
の
供
給
を
は
じ
め
、
食
育
活
動

や
環
境
保
全
活
動
、
福
祉
助
け
合

い
活
動
等
、
安
全
・
安
心
な
生
活

の
実
現
に
向
け
た
各
種
事
業
活
動

に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ

と
に
心
強
く
思
っ
て
い
る
。
生
協

は
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
が
、
よ
り

豊
か
な
暮
ら
し
を
目
指
し
、
協
力

し
合
っ
て
活
動
す
る
組
織
で
あ

り
、
ま
た
、
私
ど
も
県
議
会
も
、

県
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
る
こ
と

が
責
務
で
あ
り
ま
す
。
県
民
の
よ

り
よ
い
暮
ら
し
の
実
現
を
目
指
す

と
い
う
目
的
は
同
じ
で
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
の
よ
う
な
意
見
交
換
の

場
を
通
じ
て
、
相
互
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
は
、
意
義
深
い
も
の
と

思
い
、
ど
う
か
活
発
な
ご
討
議
と

と
も
に
、
せ
っ
か
く
の
機
会
で
あ

り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
か
ら
、
県

議
会
あ
る
い
は
県
政
に
対
し
て
も

忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。」
と
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
出
席
さ
れ
た
生
協

と
各
議
員
よ
り
自
己
紹
介
を
い
た

だ
い
て
、
意
見
交
換
の
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
「
生
協
県
連
の
活
動
概
要
」

を
太
田
専
務
よ
り
報
告
、
コ
ー
プ

お
お
い
た
と
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
お

お
い
た
か
ら
「
安
全
安
心
の
食
品

づ
く
り
、
助
け
合
い
活
動
、
子
育

て
、
環
境
・
福
祉
活
動
、
環
境
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
組

み
や
、
牛
乳
パ
ッ
ク
か
ら
び
ん
利

用
、
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
の
Ｇ

Ｍ
ナ
タ
ネ
問
題
等
」
の
報
告
が
あ

り
、
食
事
を
し
な
が
ら
話
し
合
い

が
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
を
通
じ
、
生
協
に

対
し
て
の
理
解
は
深
ま
り
つ
つ
あ

る
こ
と
の
確
信
を
し
ま
し
た
。
最

後
に
、
万
歳
三
唱
が
あ
り
、
次
年

度
も
再
会
し
多
い
に
懇
談
会
を
盛

り
上
げ
ま
し
ょ
う
と
相
互
に
確
認

を
し
て
、
懇
談
会
を
終
了
し
ま
し

た
。

第 77 号 2007年11月１日　(6)県 生 協 連 　 ☎097-527-4056

第
17
回
県
議
会
各
会
派
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医
療
制
度
改
革
を
め
ぐ
っ
て
与

党
は
、
来
年
４
月
か
ら
の
後
期
高

齢
者
医
療
費
の
負
担
増
凍
結
に
向

け
て
検
討
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
や
高
齢
者
の
負
担
増
は
、
小
泉

内
閣
で
「
負
担
な
け
れ
ば
給
付
な

し
」
と
い
う
考
え
方
の
も
と
に
決

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
参
議
院
選

挙
の
惨
敗
、
安
倍
内
閣
の
退
陣
を

受
け
る
中
で
唐
突
に
「
凍
結
」
が

打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
財
源
や

期
間
を
ど
う
す
る
か
と
い
っ
た
問

題
は
明
確
に
は
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

医
療
制
度
改
革
は
昨
年
６
月
に

法
律
が
成
立
し
、
昨
年
10
月
か
ら

現
役
並
み
の
所
得
の
70
歳
以
上
の

窓
口
負
担
は
２
割
か
ら
３
割
に
な

り
、
療
養
病
床
の
住
居
費
・
食
費

が
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
し

た
。
来
年
４
月
か
ら
は
所
得
の
少

な
い
70
〜
74
歳
の
人
も
窓
口
負
担

が
１
割
か
ら
２
割
に
な
り
、
75
歳

以
上
が
対
象
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
が
は
じ
ま
り
、
新
た
な
保
険

料
徴
収
が
は
じ
ま
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
高
齢
者
の
医
療
費
負

担
は
徐
々
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
介

護
保
険
料
の
負
担
も
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。「
凍
結
」
と
聞
い
て

ホ
ッ
と
す
る
高
齢
者
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、「
凍
結
」
は
「
解
凍
」

が
前
提
で
す
。

　

一
連
の
医
療
制
度
改
革
と
呼
ば

れ
る
も
の
は
、
自
己
責
任
を
強
調

し
、
国
民
の
生
命
と
健
康
に
関
す

る
国
の
責
任
を
大
き
く
後
退
さ
せ

る
も
の
で
し
た
。
自
公
両
党
が
数

の
力
で
成
立
さ
せ
た
制
度
は
、
今

回
の
よ
う
な
中
途
半
端
な
施
策
で

ご
ま
か
す
の
で
は
な
く
、
制
度
を

中
止
し
た
後
に
高
齢
化
に
伴
う
医

療
費
増
の
問
題
と
質
の
高
い
医
療

を
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
に
は
ど

う
す
る
の
か
。
十
分
な
議
論
を
通

し
て
国
民
の
理
解
を
求
め
る
こ
と

が
先
決
で
す
。

　

全
国
労
働
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー

連
絡
会
議
が
窓
口
と
な
っ
て
労
働

安
全
衛
生
・
労
災
補
償
な
ど
に
関

す
る
厚
生
労
働
省
交
渉
が
９
月
30

日
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
渉
に
は
全
国
各
地
に
あ
る
安

全
セ
ン
タ
ー
や
医
療
機
関
、
全
国

ア
ス
ベ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
、
患
者
・

家
族
の
会
、
労
働
組
合
な
ど
の
労

災
・
職
業
病
運
動
に
関
わ
っ
て
い

る
団
体
の
代
表
33
名
が
参
加
。

　

阿
部
知
子
衆
議
院
議
員
と
川
田

龍
平
参
議
院
議
員
も
同
席
し
ま
し

た
。

　

主
な
や
り
取
り
で
は
、
法
令
の

解
釈
や
新
し
い
指
針
な
ど
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
積
極
的
に
公
開
す

る
よ
う
に
求
め
、「
適
宜
公
開
す

る
」
と
い
う
回
答
を
得
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
石
綿
健
康

管
理
手
帳
の
交
付
要
件
が
緩
和
さ

れ
る
こ
と
か
ら
各
地
で
検
診
が
受

け
易
い
よ
う
に
指
定
医
療
機
関
の

選
定
要
件
の
緩
和
な
ど
を
求
め
、

早
急
な
検
討
が
約
束
さ
れ
ま
し

た
。
石
綿
暴
露
に
関
し
て
は
労
災

認
定
事
業
場
の
最
近
デ
ー
タ
ー
の

公
表
を
渋
る
当
局
の
姿
勢
を
質
し

ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
外
国
人
労
働
者
に

対
す
る
労
災
補
償
給
付
の
件
な
ど

に
つ
い
て
や
り
取
り
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
が
、
厚
労
省
の
姿
勢
に
は
、

労
働
者
の
立
場
を
理
解
し
て
い
る

の
か
と
い
う
疑
問
が
残
り
ま
し

た
。　   

（
安
全
セ
ン
タ
ー 

木
原
）

　大分協和病院や佐伯診療所で診療内科を担
当している丹生聖治医師が理事長となって
『NPO 子ども いじめ・虐待 相談センター・
大分』が設立されました。
　子どもの「いじめ」や「虐待」について心
療内科医師・弁護士・精神保健福祉士・心理
士などが相談や来訪、メールで相談を受け付
けます。
　虐待で悩んでいる人、いじめの問題で苦し
んでいる人、虐待やいじめをみたり聞いたり
した人は是非ご相談ください。相談は無料で
秘密は厳守されます。

場
当
た
り
の

凍
結
で
い
い
の
か

高
齢
者
医
療
費

いじめ・虐待いじめ・虐待
相談センター相談センター設立設立

いじめ・虐待いじめ・虐待
相談センター相談センター設立設立

いじめ・虐待
相談センター設立
子ども

電話・来訪相談は毎週水曜日の
午後４時から７時までです。

相談電話番号：☎097-535-1119

メールでの相談も受け付けています。
ホームページのフォームをご利用ください。

http://www.bapoo.jp

現在、「相談員」を募集しています。
毎月第１水曜日の午後７時から８時過ぎまで

行われる研修会に一定回数
参加していただければ、
相談員として認定されます。

問合わせ：☎097-535-0101
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二
〇
〇
七
年
度
年
末
キ
ャ
ン

ぺ
ー
ン
は
、
会
員
・
推
進
機
構
を

基
軸
と
し
た
「
し
あ
わ
せ
創
造
運

動
」の
継
続
・
強
化
を
図
り
、
よ
り

多
く
の
間
接
構
成
員
と
一
体
と

な
っ
た
参
加
型
の
運
動
を
展
開

し
、
会
員
・
間
接
構
成
員
の
役
に

立
つ『
ろ
う
き
ん
』を
ア
ピ
ー
ル
し

た
運
動
と
し
て
左
記
の
と
お
り
取

組
み
ま
す
。

一
、統
一
テ
ー
マ

　

も
っ
と
身
近
に
！

　

も
っ
と
役
立
つ
！

　

暮
ら
し
の
中
に
九
州
ろ
う
き
ん

二
、期　
　

間

　

二
〇
〇
七
年
十
一
月
一
日（
木
）〜

十
二
月
三
十
一
日（
月
）ま
で

三
、景
品
お
よ
び
抽
選
対
象
者

■
景　

品

　

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
者
の
お

　

取
引
に
よ
り

﹇
Ａ
コ
ー
ス
﹈…

五
十
名
様

　

カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
か
ら
二
万
円

　

相
当

﹇
Ｂ
コ
ー
ス
﹈…

五
百
名
様

　

脂
肪
燃
焼
量
付
き
歩
数
計

※

抽
選
に
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し

ま
す
。

■
抽
選
ご
対
象
者

　

Ａ
コ
ー
ス
・
Ｂ
コ
ー
ス
の
対
象

と
な
る
お
取
引
内
容
等
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
詳
細
は
、
最
寄
の
労
金
各

支
店
か
お
勤
め
先
の
労
働
組
合
、

互
助
会
等
の
労
金
会
員
組
織
、
団

体
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※

多
く
の
方
々
の
ご
参
加
・
ご
契

約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

労
働
金
庫
業
態
は
、
政
府
の
少

子
化
政
策
に
対
し
て
社
会
貢
献
の

観
点
か
ら
〇
七
年
九
月
ま
で
育
児

支
援
ロ
ー
ン
の
取
組
み
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
間
の
利
用
者
も

多
く
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
も
引
き

続
き
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
九
月
二

七
日
の
労
働
金
庫
協
会
理
事
会
で

左
記
の
と
お
り
ろ
う
き
ん
育
児
支

援
ロ
ー
ン
の
取
扱
継
続
を
正
式
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

一
、ご
融
資
対
象
者

　
　

育
児
期
間
中
（
妊
娠
か
ら
小

　

学
校
入
学
前
ま
で
）
の
お
子
様

　

が
い
る
勤
労
者
（
お
父
さ
ん
・

　

お
母
さ
ん
ど
ち
ら
で
も
ご
利
用

　

可
）で
、
保
証
機
関（
日
本
労
信

　

協
）の
保
証
が
受
け
ら
れ
る
方
。

二
、融
資
限
度
額　

一
〇
〇
万
円

三
、融
資
機
関

　

５
年
以
内
。（
返
済
据
え
置
き
期

　

間
あ
り
。）

四
、融
資
金
利

　

一・
〇
％（
固
定
金
利
・
保
証
料
別
）。

※
保
証
料
は
組
織
会
員
〇
・
五
％
、

　

組
織
会
員
以
外
は
一・
〇
％
で
す
。

五
、取
り
扱
い
期
間
及
び
融
資
限
度
枠

　
　

二
〇
〇
七
年
十
月
一
日
〜
二

　

〇
〇
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
。

　
　

た
だ
し
、
融
資
限
度
枠
十
一

　

億
円
に
達
し
た
次
点
で
新
規
取

　

り
扱
い
は
終
了
し
ま
す
。

六
、資
金
使
途

　

①
育
児
休
業
・
休
暇
に
よ
る
生

　
　

活
費
の
補
填

　

②
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
を
雇
う
費

　
　

用
等
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

　

③
育
児
に
必
要
な
ベ
ッ
ド
・
タ
ン

　
　

ス
等
の
大
型
商
品
の
購
入
費

　

④
出
産
に
関
す
る
費
用

　

⑤
そ
の
他
、
育
児
に
関
す
る
直

　
　

接
的
な
費
用

※
詳
し
い
お
問
合
せ
は
、『
ろ
う
き

　

ん
』各
支
店
ま
た
は
、
ろ
う
き
ん

　

ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

ローンのことなら、

平　日（月～金）
土・日
祝日は閉店（但し、土・日の場合は営業致します）

営業時間

AM10：00～PM7：00
AM10：00～PM5：00

お気軽にどうぞ!

TEL097-536-6366  FAX097-537-2591
〒870-0036  大 分 市 寿 町 1 番 3 号
　　　　　 　九州労働金庫 大分支店 3階

ご連絡先

ろうきん  ローンセンターおおいた
昭和通り

国道10号

ジャングル公園

大分市役所

大分郵便局

トキハ
ソレイユ

オアシスひろば21

←別府方面 佐伯方面→
大分駅

大
道
陸
橋

ローンセンターは
3Fです!!

ろ
う
き
ん

ろ
う
き
ん
育
児
支
援
ロ
ー
ン
の

ろ
う
き
ん
育
児
支
援
ロ
ー
ン
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

ろ
う
き
ん
育
児
支
援
ロ
ー
ン
の

ろ
う
き
ん
育
児
支
援
ロ
ー
ン
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

ろ
う
き
ん
育
児
支
援
ロ
ー
ン
の
お
知
ら
せ


